
部 № 訓練種目 目標 訓練時間
所要
時間

第一部訓練
参加者
(予定)

丹原・徳田・田野・中川・桜樹の
住民全員

　7：57～ 9：00

1 地震発生 全員
7時57分南海トラフ巨大地震発
生。強い揺れが約２分間続く。
（最大震度７）

最初の揺れでケガをしないよう、
身の安全を確保する。

　7：57

2 避難訓練Ⅰ 全員
各住民は、自治会が指定した所定
の避難場所に避難する

全住民が安全に自治会ごとに指定
した避難場所まで避難する。

　7：57～ 8：30 0.30

3 安否確認訓練 全員
各避難場所ごとに人員点呼、安否
確認訓練を実施する

迅速な人員点呼・安否確認。 　8：30～8：45 0.15

4 避難に関する説明 全員
避難時の心得、避難経路・避難場
所等を説明する

心得等をみんなで確認しながら、
本日の避難行動を振り返る。

　8：45～ 9：00 0.15

第二部訓練
参加者
（予定）

各自治会選出者及び小中学生 　9：00～12：00 　

1 避難訓練Ⅱ
第二部訓練
参加者

各参加者は丹原小に避難する 各地区ごとに集団で避難する。 　9：00～ 9：30 0.30

2
災害対策本部・現地対策
本部設置運営訓練

各本部員・地域
部

各本部員は、地震発生と共に参集
し、第１回目の対策本部会議を実
施する。及び現地対策本部を設置
する。

地震発生後、できるだけ早く設置
する。

　9：00～11：40 2.40

3 食料炊き出し訓練 婦人会、地域部
避難者等に対して食料の炊き出し
を行う

平等に配給できるように配慮す
る。

　9：00～12：00 3.00

4 情報収集伝達訓練
各自治会、地域
部

自治会長等は現地本部へ第１部避
難者数を報告する。また、避難者
数を集計する。

避難者数のほかに被害状況も報告
する。

　9：00～ 11：00 2.00

5 避難所運営訓練
自治会、保健福祉
部、地域部

避難してきた住民と施設管理者等
が協力して避難所運営を行う

要援護者への配慮に注意する。 　9：40～11：40
各0.50
×2回

6
救出・搬送訓練
（１回約50人）

自治会

身近にある器具等を利用して負傷
者を救出する。
また、防災ヘリにより医療機関へ
搬送する。（11：30頃予定）

救助する側の安全を確保し、救助
活動を行う。

　9：40～11：40
各0.20
×4回

7
応急・救護訓練
（１回約50人）

自治会
救護所まで搬送された負傷者の応
急手当て等を行う

災害時のトリアージを理解し、ス
ムーズに応急・救護に当たる。

　9：40～11：40
各0.20
×4回

8
初期消火訓練
（１回約100人）

小・中学生
消火器やバケツリレー等で初期消
火活動を行う

消火器等の正しい使用方法を学
ぶ。

　9：40～11：40
各0.20
×4回

9
土のう作成訓練
（１回約100人）

小・中学生
堤防決壊等の応急対策として土の
うを作成する

袋に入れる砂の量、口の結び方、
積み方について学ぶ。

　9：40～11：40
各0.20
×4回

10
防災ビデオ
（１回約100人）

小・中学生
阪神・淡路大震災で震度７に襲わ
れた地区の被災映像から学ぶ。

事前の備えにより、どれだけ被害
を軽減できるかを学ぶ。

　9：40～11：40
各0.20
×4回

11 各体験・展示コーナー 全員 各種体験・展示を行う
起震車や煙ハウス、災害伝言ダイ
ヤル等で疑似体験をする。

　9：40～11：40 2.00

12 ストックハウス設置訓練 自治会
防災倉庫、仮設事務所に利用でき
るストックハウスの設置を行う

ストックハウス作成手順を学ぶ。 　9：40～11：40 2.00

13 訓練閉会式 全員 市長あいさつ  11：40～11：45 0.05

訓練の進行上、時間は多少前後します。
炊き出しの試食は、閉会式終了後（１１時４５分頃）から行います。

【西消防署管内】
　期　日：平成２５年１０月２７日（日）

※台風・警報等は、全て中止とする。
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